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１．輸出入申告の現状及び対応案について 【第９回ＷＧにて提案済】 
 

申告事項登録 
（ＩＤＡ・ＥＤＡ等） 通関士審査 輸出入申告 

（ＩＤＣ・ＥＤＣ等） 

通関士が入力控、照会業
務等により事項登録内容
を審査。 

輸出入申告 
（ＩＤＣ・ＥＤＣ等） 通関士識別符号の登録が

ない利用者コードで実施
可能。 

通関士識別符号の登録がある利用者ＩＤ 
（＝通関士の利用者ＩＤ）で申告業務を実施。 

通関士識別符号の登録がない 
利用者ＩＤ（＝通関士ではない利
用者ＩＤ）で申告業務を実施。 

通関士識別符号の登録がない
利用者コードで申告業務を
行った場合エラーとなる。 

現 状 

輸出入申告は通関士識別符号（＝証票番号）が登録されている利用者コードでなければ実施できない。 

次 期 
通関士がその通関士識別符号を使用して輸出入申告等の業務を行う現状の仕組みに加え、利用者の選択によ
り、通関士が輸出入申告等の業務を行う前に当該申告等に係る内容の審査を可能とする業務を新たに設ける。 
これにより、通関士以外の利用者による申告業務を可能とする。 



・審査結果「Ｙ：審査済／Ｎ：訂正要」  
を入力し、送信（ＣＣＡ業務） 

２．通関士審査業務の新設（申告呼出し業務・審査結果登録業務の新設）【第９回ＷＧにて提案済】 
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申告事項登録業務 
（ＩＤＡ・ＥＤＡ等） 一覧照会業務 

（ＩＤＩ・ＩＥＳ等） 

① 事項登録された申告情報のうち、通関士審査が必要な申告について呼び出しできる業務を新設。 
② 当該呼出し業務から呼び出された申告について、通関士審査の結果登録業務を新設。 

通関士の利用者ＩＤでログイン 

通関士審査内容呼出し業務 
（ＣＣＢ）（仮） 

＜入力項目＞ 
・申告番号 
・申告種別（「申告種別」は手入力） 

通関士審査内容呼出し業務 
（ＣＣＢ） （仮） 

＜出力内容＞ 
・各業務の入力控相当の内容を出力 

通関士審査結果登録業務
（ＣＣＡ） （仮） 

※通関士審査業務画面は申請手続き種別に応じた画面を出力する。（対象手続きについては次ページ参照） 

・ＣＣＢ業務（仮）を介さずＣＣＡ業務を 
 直接実施することも可能。 

②審査結果登録業務の新設（業務コード：ＣＣＡ（仮）） 

①呼出し業務の新設（業務コード：ＣＣＢ（仮）） 

※通関士審査内容情報画面(CCB呼出し結
果画面）から業務リンクによりＩＤＢ／
ＥＤＡを経てＩＤＡ／ＥＤＡで、通関士
が直接、事項登録内容の訂正も可能。 

手続き 入力申告種別 

輸入申告（シングルウィンドウ輸入申告を含む） ＩＤＣ 

石油製品等移出（送保出）輸入申告 ＭＷＣ 

輸入申告（沖縄特免制度） ＯＴＣ 

一括特例申告 ＴＫＣ 

輸出申告 ＥＤＣ 

別送品輸出申告 ＵＥＣ 

 
入力する種別は以下の通り。申告変更の
場合は、当初申告の申告種別を入力。 

・一覧照会から業務リンクにより 
 呼出し可能とする。 
・一覧照会を介さず直接実施する 
 ことも可能。 

ＣＣＢ呼出し結果として、 
通関士審査内容情報画面が 
展開 
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３．通関士審査業務の対象申告・申請手続きについて（案） 【第13回ＷＧにて提案済】 
 

項
番 対象となる申告・申請手続き（案） 

申告 
一覧 
照会 
対象 

１ 

輸
入 

輸入申告（ＩＤＣ） ○ 

2 シングルウィンドウ輸入申告（ＳＷＣ） ○ 

3 石油製品等移出（総保出）輸入申告（ＭＷＣ） ○ 

4 輸入申告（沖縄特免制度）（ＯＴＣ） ○ 

5 一括特例申告（ＴＫＣ01） ○ 

6 機用品蔵入承認申請（ＣＴＣ） × 

7 修正申告（ＡＭＣ） × 

8 関税等更正請求（ＫＫＣ） × 

9 輸入申告変更（ＩＤＥ） ○ 

10 石油製品等移出（総保出）輸入申告変更（ＭＷＥ） ○ 

11 輸入申告変更（沖縄特免制度）（ＯＴＥ） ○ 

12 機用品蔵入承認申請変更（ＣＴＥ） × 

現在、検討中の対象業務は以下のとおり。  

※ 第９回ＷＧからの変更事項  
 １：太字の下線付き業務は、今回新たに対象として追加した業務。 
 ２：輸入マニフェスト通関申告（ＭＩＣ）、輸出マニフェスト通関申告（ＭＥＣ）、輸出マニフェスト通関申告許可 
   内容変更申請（ＭＡＦ）は、新規事項登録業務の実施を取り止めたため対象外とした。 

項
番 対象となる申告・申請手続き（案） 

申告 
一覧 
照会 
対象 

13 

輸
出 

輸出申告（ＥＤＣ） ○ 

14 輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ） ○ 

15 別送品輸出申告（ＵＥＣ） ○ 

16 別送品輸出許可内容変更申請（ＵＡＣ） ○ 

17 輸出申告変更（ＥＤＥ） ○ 

18 別送品輸出申告変更（ＵＥＥ） ○ 



４．通関士審査業務新設後の申告フロー（案）【第13回ＷＧにて提案済】 
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通関士審査内容呼出し業務 
（ＣＣＢ） （仮） 

通関士審査結果登録業務 
（ＣＣＡ） （仮） 

申告業務 
（ＩＤＣ・ＥＤＣ等） 

※通関士以外による申告が可能 

通関士審査結果 
「Ｎ（訂正要）」 

各種一覧照会業務（注1,2） 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

申告変更事項呼出し 
（ＩＤＤ・ＥＤＤ等） 

通関士審査結果 
「Ｙ（審査済）」 

申告業務 
（ＩＤＣ・ＥＤＣ等） 
※通関士による申告が必要 

業務リンク 

事項登録業務 
（ＩＤＡ・ＥＤＡ等） 

各種一覧照会業務（注1,2） 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

申告変更業務 
（ＩＤＥ・ＥＤＥ等） 
※通関士による申告が必要 

申告変更事項登録 
（ＩＤＡ０１・ＥＤＡ０１等） 

申
告 

申
告
変
更 

申告変更業務 
（ＩＤＥ・ＥＤＥ等） 

※通関士以外による申告が可能 

各種一覧照会業務（注1,3） 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

通関士審査内容呼出し業務 
（ＣＣＢ） （仮） 

通関士審査結果登録業務 
（ＣＣＡ） （仮） 

申告事項呼出し 
（ＩＤＢ・ＥＤＢ等） 

照会区分「Ｋ」 

照会区分「Ｋ」 

照会区分「Ａ」 

（注１）一覧照会業務に、通関士審査が必要な申告番号を把握するための 
   照会種別と出力項目を追加する。（詳細については、５ページ 
   を参照） 

（注2）ＣＴＣ、ＡＭＣ、ＫＫＣ業務については、一覧照会業務がないため、 
     ＣＣＢ業務から実施する。 

通関士審査結果 
「Ｎ（訂正要）」 

通関士審査結果 
「Ｙ（審査済）」 

業務リンク 

【凡例】 

：新規業務 

：既存業務 

 
（注3）ＣＴＥ業務については、一覧照会業務がないため、ＣＣＢ業務か

ら実施する。 
 

各種一覧照会業務（注1,3） 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

照会区分「Ａ」 
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「通関士審査内容呼出し（ＣＣＢ）」業務に業務リンクする各種申告一覧照会業務（ＩＤＩ，ＩＥＳ等）に、 
以下の機能を新設する。 

①照会種別 
Ａ：事項登録一覧 
Ｂ：申告・申請一覧 
Ｃ：搬入時申告・申請一覧 
Ｄ：開庁時申告・申請一覧 
Ｅ：未許可申告・未承認申請一覧 
Ｆ：予備申告済申告一覧 
Ｋ：通関士審査対象一覧 ←新設機能① 

 
「通関士審査結果」出力表示例 

申告の状態 表示 

未審査（事項登録済み） スペース 

審査済 Ｙ 
訂正要 Ｎ 
申告済 Ｄ 

（入力画面イメージ） （一覧照会情報の出力画面イメージ） 

5. 各種一覧照会業務の新設機能 【第１３回ＷＧにて提案済】 

新規出力項目② 
  通関士審査結果を出力する項目を追加。 

① 通関士審査の必要な申告番号を抽出する為、照会種別に「通関士審査対象一覧」を追加する。 
② 一覧照会情報の出力画面に、通関士審査結果を表示する出力項目を追加する。 
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 第13回ＷＧにて提案した下表の対象申告・申請手続きのうち、取消線を引いた業務については、 
通関士審査業務の対象外とすることを提案する。 

５．通関士審査業務の対象申告・申請手続きの削減について（案）【新規提案】 

＜理由＞ 
対象外とした申告・申請手続きにおいては、通関士審査業務の実施有無及び審査結果を確認できる「申告
一覧照会業務」がないため。 

項
番 対象となる申告・申請手続き（案） 

申告 
一覧 
照会 
対象 

１ 

輸
入 

輸入申告（ＩＤＣ） ○ 

2 シングルウィンドウ輸入申告（ＳＷＣ） ○ 

3 石油製品等移出（総保出）輸入申告（ＭＷＣ） ○ 

4 輸入申告（沖縄特免制度）（ＯＴＣ） ○ 

5 一括特例申告（ＴＫＣ01） ○ 

6 機用品蔵入承認申請（ＣＴＣ） × 

7 修正申告（ＡＭＣ） × 

8 関税等更正請求（ＫＫＣ） × 

9 輸入申告変更（ＩＤＥ） ○ 

10 石油製品等移出（総保出）輸入申告変更（ＭＷＥ） ○ 

11 輸入申告変更（沖縄特免制度）（ＯＴＥ） ○ 

12 機用品蔵入承認申請変更（ＣＴＥ） × 

項
番 対象となる申告・申請手続き（案） 

申告 
一覧 
照会 
対象 

13 

輸
出 

輸出申告（ＥＤＣ） ○ 

14 輸出許可内容変更申請（ＥＡＣ） ○ 

15 別送品輸出申告（ＵＥＣ） ○ 

16 別送品輸出許可内容変更申請（ＵＡＣ） ○ 

17 輸出申告変更（ＥＤＥ） ○ 

18 別送品輸出申告変更（ＵＥＥ） ○ 
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従業者 
（通関士ではない） 通関士 

申
告 

事項登録業務 
（ＩＤＡ・ＥＤＡ等） 

申告業務 
（ＩＤＣ・ＥＤＣ等） 

※通関士による申告が必要 

各種一覧照会業務 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

照会区分「Ａ」 

申告業務 
（ＩＤＣ・ＥＤＣ等） 
※通関士以外による申告が可能 

申告事項呼出し 
（ＩＤＢ・ＥＤＢ等） 

Ｎ：訂正要 

Ｙ：審査済 

【凡例】 

：新規業務 

：既存業務 

６－１．通関士審査業務新設後の申告フロー（申告前）（案） 【新規提案】 
＜第13回ＷＧフロー（本資料４ページ）との変更点＞ 
・ＣＣＢ業務の呼出し結果から、通関士が事項登録内容を訂正することが可能となる機能を追加。（点線で囲んだ部分） 

※業務リンク①、②の仕様については、9ページを参照。 

申告事項呼出し 
（ＩＤＢ・ＥＤＢ等） 

事項登録業務 
（ＩＤＡ・ＥＤＡ等） 

【訂正する場合】業務リンク② 
ＣＣＢ業務の呼出し結果から業務 
リンクによりＩＤＢ／ＥＤＢ経て 
ＩＤＡ／ＥＤＡ展開可能 

各種一覧照会業務 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

通関士審査内容呼出し業務 
（ＣＣＢ） （仮） 

業務リンク① 照会区分「Ｋ」 

通関士審査結果登録業務 
（ＣＣＡ） （仮） 

審査結果を登録 
「Ｙ：審査済／Ｎ：訂正要」 

ＣＣＢ呼出し結果から 
訂正を行いますか？ 

  ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

通関士審査業務を 
利用しますか？ 

通関士審査業務を 
利用しますか？ 
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従業者 
（通関士ではない） 通関士 

申
告
変
更 

申告変更事項呼出し 
（ＩＤＤ・ＥＤＤ等） 

申告変更事項登録 
（ＩＤＡ０１・ＥＤＡ０１等） 

申告変更業務 
（ＩＤＥ・ＥＤＥ等） 

※通関士による申告が必要 

各種一覧照会業務（注1,3） 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

通関士審査内容呼出し業務 
   （ＣＣＢ）（仮） 

照会区分「Ｋ」 

申告変更事項呼出し 
（ＩＤＤ・ＥＤＤ等） 

申告変更事項登録 
（ＩＤＡ０１・ＥＤＡ０１等） 

各種一覧照会業務 
（ＩＤＩ ・ＩＥＳ 等） 

照会区分「Ａ」 

申告変更事項呼出し 
（ＩＤＤ・ＥＤＤ等） 

業務リンク① 

申告変更業務 
（ＩＤＥ・ＥＤＥ等） 
※通関士以外による申告が可能 

Ｎ：訂正要 

Ｙ：審査済 

【凡例】 

：新規業務 

：既存業務 

６－２．通関士審査業務新設後の申告フロー（申告変更）（案） 【新規提案】 
＜第13回ＷＧフロー（本資料４ページ）との変更点＞ 
ＣＣＢ業務の呼出し結果から、通関士が事項登録内容を訂正することが可能となる機能を追加。（点線で囲んだ部分） 

※業務リンク①、②の仕様については、9ページを参照。 

通関士審査結果登録業務 
   （ＣＣＡ）（仮） 

審査結果を登録 
「Ｙ：審査済／Ｎ：訂正要」 

ＣＣＢ呼出し結果から 
訂正を行いますか？ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

【訂正する場合】業務リンク② 
ＣＣＢ業務の呼出し結果から業務 
リンクによりＩＤＤ／ＥＤＤ経て 
ＩＤＡ０１／ＥＤＡ０１展開可能 

通関士審査業務を 
利用しますか？ 

通関士審査業務を 
利用しますか？ 
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７．業務リンク機能について  【新規提案】 
業務リンク①：ＩＤＩ⇒ＣＣＢ 

ＣＣＢへの業務 
リンクを追加 

自動で展開 

手動で展開 

業務リンク②：ＣＣＢ⇒ＩＤＢ・ＩＤＤ 

ＩＤＢ・ＩＤＤへ 
業務リンクを追加 

ＩＤＢ輸入申告事項呼出し 

自動で展開 

自動で展開 

画面上にカーソルを置
いて右クリック 

    ＣＣＢ（通関士審査内容呼出し） 

審査を行う申告番号に 
カーソルを置いて右クリック 

（ＩＤＩ画面） 

（ＣＣＢ呼出し画面） 

（ＣＣＢ呼出し結果画面） 

（ＣＣＢ呼出し結果画面） 

（IDB画面） 

（ＩＤＡ画面） 

審査結果を入力する 訂正箇所を入力する 

手続き 入力申告種別 

輸入申告（シングルウィンドウ輸入申告を含む） ＩＤＣ 

石油製品等移出（送保出）輸入申告 ＭＷＣ 

輸入申告（沖縄特免制度） ＯＴＣ 

一括特例申告 ＴＫＣ 

輸出申告 ＥＤＣ 

別送品輸出申告 ＵＥＣ 

申告種別は手入力。 
入力する種別は以下の通り。申告変更の
場合は、当初申告の申告種別を入力。 
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